
─今の仕事の原点はヘルパー
　白石・厚別・清田調査センターは、介護サービスを希望
する高齢者などの要介護度を調査するのが仕事。介護保険
法に指定事務受託法人として位置づけられ、常に厳格さを
求められます。そのトップに立つのが、所長の田宮理佐さ
んです。
　福岡出身の田宮さんは、学生時代を京都で過ごし民間企
業に就職しました。その後、結婚を機に仕事を辞め札幌に。
「子育てが落ち着き、何か資格をとろうと考えたとき、こ
れからは福祉・介護職が必要な時代になる。」と、ヘルパー
の資格を取得し、病院の在宅ヘルパーとして就職しました。
　「5年間、子育てとヘルパーの両立は大変でしたが、や
りがいを感じていました。利用者様との関係は深い信頼で
成り立っており、福祉職としての原点でしたね。」当時の
ことは今も時々思い出すといいます。その後、スキルアッ
プのため介護支援専門員（ケアマネージャー）の資格を取
得した頃、たまたま札幌市社会福祉協議会の求人が目に留
まり、2006年、採用試験に合格。調査センターに配属さ
れました。
　「要介護の認定調査では、訪問した時に生活や部屋の様
子など、一瞬で空気感を読まなければなりません。初対面
の方とどこまで踏み込んで話していいのか、瞬時に判断し
なければならないのがとても難しいです。」そこでヘルパー
としての経験が生きるといいます。「相手に不快な思いを
させないよう、聞けるところだけ聞きます。無理をせずに、
必要なときは、家族や担当のケアマネージャーなどからも
情報を取ります。」と、田宮さんはこの道のベテランらし
くやさしく語ります。

─常に冷静で公正中立に
　「趣味はバイクです。休日はハーレーでツーリングする
のが一番のストレス解消法です。」と明るく笑うのは、チー
ムを束ねる帯広出身のチーフ垣田美紀さん。
　介護福祉士として老人保健施設で5年間働いた垣田さん
は、介護支援専門員の資格も取って病院の相談業務で経験
を積み、2008年に札幌市社会福祉協議会に採用されまし
た。「介護に関する相談やケアプランの作成をやってみた
かった。」という垣田さんですが、配属されたのは認定調
査を行う調査センターでした。
　「初めはちょっと戸惑いましたが、調査員としての仕事
を勉強すると、自分の性格には調査員の方があっているこ
とに気づきました。私はどちらかというと一つのことに深
くのめり込むタイプなので…」病院での相談業務では、悩
むことも多かったといいます。
　調査員は、要介護申請された方の生活行動を、74項目
に分けて聞き取り、観察をします。時には長時間傾聴しま
すが、常に冷静で第三者的な視点を持つことが重要です。
「公正中立に調査をし、審査会の先生方が正しく判断でき
る資料を作成するという仕事。厳しいですが、いつまでも

引きずることはありません。」垣田さんが新たな自分を発
見して14年目になります。

─話を聴いてもらえてよかった
　調査員が訪問調査でお会いする方々は、ほとんどが初対
面です。「調査項目の中には、とても立ち入ったことを聞
かなければならないこともあります。気分を害されないよ
うに言葉を選び、たわいもない話をしながら、その方の生
活が見えるような質問を心掛けています。」と、垣田さん
は苦労を語ります。
　調査がスムーズに進まない場合は、精神的に辛いことも
あります。それでも、調査を終えた帰りがけに、「話を聴
いてもらえて、気持ちが楽になった。次もあなたに来ても
らいたい。」と言われると、疲れが吹き飛ぶと二人は口を
揃えます。
　「自分の病気のことを他人に話すのは勇気が必要です。
世間話などしながら信頼関係をつくり、辛いこととか何で
も話してくださいと言います。人に聴いてもらうことは、
話をする人にとってストレス軽減になり、気持ちが楽にな
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　白石・厚別・清田調査センターは、名前のとおり3つの
の要介護度認定調査をしています。介護支援専門員の資
する調査員は12人。
　今回は3区を総括する所長の田宮理佐さんと調査員チー
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るんです。認定調査は、その後に続く介護の入口ですが、
最初の段階での傾聴は大切なことだと思っています。」田
宮さんは、控えめに胸を張ります。

─福祉の担い手として、調査業務の枠を超え
　「なんでこんなに要介護度が低いんだ。」重い要介護度の
判定を期待する本人や家族からの苦情です。要介護度が低
いと使えるサービスが限られることもあり、そうした不満
につながることも。特に末期がんの診断を受けた比較的年
齢の若い方は、生活上、自分でできることが多く、本人の

思いと審査会での判断に差が生じることが多いといいま
す。「そんなときは、調査員としてとても辛いです。」と田
宮さんは語ります。
　長く調査員をしていると、家庭訪問でさまざまな家族に
遭遇することがあります。「同居の家族がお金を管理し、
自分の手元にはお金がなく、病院に行きたくても行けない
という高齢者の訴えが、聞き取りの中でわかることも。自
分の子どものことだから誰にも言えないんですね。また、
同居家族がいるにも関わらず極度の虚弱状態になり、床ず
れがひどくて、救急搬送を依頼したケースもあります。」

◇　　　　　◇　　　　　◇
　最近はヤングケアラーや引きこもり、いわゆるごみ屋敷
などの問題が社会問題化しています。調査センターでは、
家庭訪問でそうした兆候を感じ、見逃せない事態と判断す
れば、認定調査業務の範囲を超えていても、区役所などの
関係機関につなぐこともあるといいます。何よりも福祉最
前線の担い手としての自負を持ちながら。

要介護認定調査
　介護サービスを希望する高齢者などに対して、どの程度の介護が
必要か、札幌市から依頼を受け、公平・公正・中立な立場で74項目
の調査項目を訪問・対面により聞き取り調査する。札幌市社会福祉
協議会の各調査センターは、指定事務受託法人として介護保険法に
位置づけられている。
　厳正な調査結果は、各調査センターから札幌市に報告。それを基
に医師などの専門家で構成される介護認定審査会で要介護度を判定
される。
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地域福祉部 施設福祉部 地域包括部 介護事業部

厚
別
区

各
区
社
会
福
祉
協
議
会

厚
別
区
社
会
福
祉
協
議
会

白
石
・
厚
別
・
清
田
事
業
所

白
石
・
厚
別
・
清
田
調
査
セ
ン
タ
ー

厚
別
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

各
区
拠
点

白
石
・
厚
別
・
清
田
ヘ
ル
パ
ー
セ
ン
タ
ー

白
石
・
厚
別
・
清
田
相
談
セ
ン
タ
ー

厚
別
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

総務部

　厚別区内で札幌市社会福祉協議会が運営する組織は、厚別区
社会福祉協議会のほか、厚別区老人福祉センター、白石・厚別・
清田ヘルパーセンター、同相談センター、同調査センターが
あります。白
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　人が安心して暮ら せる地域を目指す

　白石・厚別・清田調査センターは、名前のとおり3つの 区をエリアとし、札幌市から依頼を受けた要介護申請者
の要介護度認定調査をしています。介護支援専門員の資 格を持つ36人の調査員が在籍し、そのうち厚別区を担当

　今回は3区を総括する所長の田宮理佐さんと調査員チー フの垣田美紀さんのお二人にお話を伺いました。
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